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【
釈
文
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反
織
奉
公
人
請
状
之
事 

 

一 

此
勢
以
与
申
女
、
慥
成
者
ニ
御
座
候
ニ
付
、
私
共
請
人
ニ
罷
立
、
當
卯
之 

極
月
ゟ
来
ル
辰
之
極
月
七
日
迄
、
貴
殿
方
江
御
奉
公
ニ
差
出
申
処 

実
正
也
、
給
金
之
儀
者
反
織
極
メ
ニ
仕
、
尤
五
分
一
寸
龍
門
壱
両
ニ 

弐
拾
弐
疋
之
割
合
を
以
御
勘
定
可
被
下
候
、
當
時
為
取
替
金 

四
両
也
、
只
今
御
渡
被
下
、
慥
ニ
請
取
申
候
、
此
者
何
方
ゟ
茂
故
障 

之
儀
、
決
而
無
御
座
候
、
何
ニ
而
茂
御
家
之
御
作
法
為
相
背
不
申
、 

自
然
、
此
者
身
分
ニ
付
如
何
様
成
出
入
・
六
ヶ
敷
変
事
等
出
来 

候
共
、
私
共
引
請
貴
殿
江
少
茂
御
苦
難
御
損
毛
相
掛
不
申
、
若
取
迯
・ 

欠
落
仕
候
ハ
ゝ
、
其
品
者
不
及
申
、
奉
公
人
共
ニ
尋
出
し
、
急
度 

埒
明
可
申
候
、
万
一
長
煩
等
仕
候
ハ
ゝ
、
十
日
を
限
人
代
成
共
金
子
ニ
成
共
、 

貴
殿
御
望
次
第
ニ
可
仕
候
、
自
然
、
御
気
入
不
申
御
暇
被
下
候
歟
、
又
者 

無
據
儀
ニ
付
御
い
と
満
申
請
候
共
、
右
請
取
候
金
子
不
残
返
金 

可
仕
候
、
若
亦
御
気
ニ
入
、
重
年
仕
候
ハ
ゝ
、
此
手
形
を
以
何
ヶ
年
も 

御
召
仕
可
被
下
候 

一 

宗
旨
之
儀
者
、
御
法
度
之
宗
門
ニ
而
者
無
御
座
候
、
寺
請
状
御
入
用 



 
 

之
節
者
、
早
々

出
〔
差
カ
〕

出
し
可
申
候
、
為
後
日
請
状
仍
而
如
件 
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読
み
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文
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反
織
り
奉
公
人
請
状
の
事 

 

一 

此
の
勢
以
と
申
す
女
、
慥
成
る
者
に
御
座
候
に
付
、
私
共
請
人
に
罷
り
立
ち
、 

 
 

當
卯
の
／
極
月
よ
り
来
た
る
辰
の
極
月
七
日
迄
、
貴
殿
方
へ
御
奉
公
に
差 

し
出
し
申
す
処
／
実
正
な
り
、
給
金
の
儀
は
反
織
り
極
め
に
仕
り
、
尤
も 

五
分
一
寸
龍
門
壱
両
に
／
弐
拾
弐
疋
之
割
合
を
以
て
御
勘
定
下
さ
る
べ
く 

候
、
當
時
取
替
金
と
し
て
／
四
両
也
、
只
今
御
渡
し
下
さ
れ
、
慥
に
請
取
申 

し
候
、
此
〔
上 

脱
カ

〕
は
何
方
よ
り
も
故
障
／
の
儀
、
決
し
て
御
座
な
く
候
、 

何
に
て
も
御
家
の
御
作
法
（
に
）
相
背
き
な
し
申
さ
ず
、
／
自
然
、
此
者
身 

分
に
付
如
何
様
成
る
出
入
・
六
ヶ
敷
変
事
等
出
来
／
候
共
、
私
共
引
き
請
け 



貴
殿
へ
少
し
も
御
苦
難
御
損
毛
相
掛
け
申
さ
ず
、
若
し
取
迯

と
り
に
げ

・
／
欠
落

か
け
お
ち

仕
り 

候
は
ば
、
そ
の
品
は
申
す
に
及
ば
ず
、
奉
公
人
共
に
尋
ね
出
し
、
急
度
／
埒 

明
け
申
す
べ
く
候
、
万
が
一
長
煩
い
等
仕
り
候
は
ば
、
十
日
を
限
り
人
代
り 

成
り
共
金
子
成
共
、
／
貴
殿
御
望
み
次
第
に
仕
る
べ
く
候
、
自
然
、
御
気
に 

入
り
申
さ
ず
御
暇
下
さ
れ
候
歟
、
又
は
／
據
ど
こ
ろ
な
き
儀
に
付
御
い
と 

ま
申
し
請
け
候
共
、
右
請
け
取
り
候
金
子
残
ら
ず
返
金
／
仕
る
べ
く
候
、
若 

し
亦
御
気
に
入
り
、
重
年
（
に
）
仕
り
候
は
ば
、
此
の
手
形
を
以
て
何
か
年 

も
／
御
召
仕
り
下
さ
る
べ
く
候
、 

一 

宗
旨
の
儀
は
、
御
法
度
の
宗
門
に
て
は
御
座
な
く
候
、
寺
請
状
御
入
用
／
の 

節
は
、
早
々

出
〔
差
カ
〕

出
し
申
す
べ
く
候
、
後
日
の
為
請
状
仍
て
件
の 

如
し 

天
保
十
四
年
卯
年
十
二
月
九
日 

上
州
山
田
郡
高
沢
村 

人
主 

徳
右
衛
門
㊞ 

請
人 

市 

太 

郎
㊞ 

葉
鹿
村 

儀
右
衛
門
殿 

  



【
解
説
】 

 

「
桐
生
は
日
本
の
機
ど
こ
ろ
」
。
群
馬
県
民
な
ら
よ
く
知
っ
た
こ
の
言
葉
。
い

わ
ず
と
知
れ
た
上
毛
か
る
た
「
き
」
の
読
み
札
で
す
。
最
近
認
定
さ
れ
た
日
本
遺

産
「
か
か
あ
天
下
―
ぐ
ん
ま
の
絹
物
語
―
」
で
は
、
そ
の
構
成
遺
産
と
し
て
桐
生

市
の
織
物
工
場
や
神
社
な
ど
が
、
六
か
所
も
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
桐
生
と
絹
織

物
の
つ
な
が
り
は
古
く
、『
続
日
本

し
ょ
く
に
ほ
ん

紀 ぎ

』
和
銅
六
年
（
七
一
三
）
五
月
癸
酉
条
に
、

上
野
国
な
ど
に
調
（
税
）
と
し
て

絁
あ
し
ぎ
ぬ

（
目
の
粗
い
平
織
り
の
絹
織
物
）
を
納
め

る
こ
と
を
命
じ
た
記
事
が
あ
り
ま
す
。 

き
ら
び
や
か
な
天
平
宝
物
を
今
に
伝
え
る
正
倉
院
に
は
、
奈
良
時
代
に
献
納

さ
れ
た
織
物
が
伝
え
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
中
に
は
「
上
野
國
新
田
郡
淡
甘
郷
戸
主

矢
田
部
根
麻
呂
調
黄
壹
匹 

〈
長
六
丈 

廣
一
尺
九
寸
〉 

天
平
勝
宝
四
年
十
月
（
以
下
略
）」

と
の
銘
が
確
認
で
き
る
黄
絁
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
銘
文
か
ら
新
田
郡
淡

甘
郷
の
矢
田
部
根
麻
呂
と
い
う
人
物
が
、
天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
二
）
に
調
と
し

て
黄
絁
一
匹
（
疋
）
を
納
め
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
す
が
、
上
野
国
新
田
郡
淡
甘

郷
と
は
現
在
で
は
ど
こ
に
あ
た
る
地
で
し
ょ
う
か
。
淡
甘
は
「
タ
ン
カ
イ
」
と
音

読
で
き
「
淡
海
」
に
通
じ
ま
す
。 

琵
琶
湖
で
有
名
な
滋
賀
県
の
江
戸
時
代
ま
で
の
国
名
は
「
近
江
国
」（
「
お
う
み

の
く
に
」
）
で
す
が
、
そ
の
表
記
が
「
近
江
」
と
さ
れ
た
の
は
、
地
名
を
好
字
で



表
す
こ
と
が
命
じ
ら
れ
た
和
銅
六
年
以
降
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
前
は
「
淡
海
」
や

「
近
淡
海
」
（
「
ち
か
つ
お
う
み
」
）
と
も
表
記
さ
て
い
た
よ
う
で
す
。
因
み
に
、

現
在
の
静
岡
県
西
部
に
あ
た
る
「
遠
江
国
」（
「
と
お
と
う
み
の
く
み
」）
は
、「
遠

淡
海
」
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
近
江
と
遠
江
の
国
名
に
含
ま
れ
る
「
お

う
み
」
に
「
淡
海
」
と
い
う
文
字
が
当
て
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
両
国

の
国
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
を
象
徴
的
す
る
「
淡
海
」（
古
く
は
「
あ
は
う
み
／

あ
ふ
み
」
と
読
ん
だ
）
＝
大
き
な
湖
―
近
江
は
琵
琶
湖
、
遠
江
な
ら
浜
名
湖
―
に

因
ん
だ
も
の
だ
か
ら
で
す
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
淡
海
と
音
通
す
る
淡
甘
郷
は
「
あ
は
う
み
」
郷
で
あ
り
、
そ

れ
は
豊
富
な
水
に
恵
ま
れ
た
大
き
な
湖
沼
の
存
在
に
因
ん
だ
郷
名
と
推
測
さ
れ
、

現
在
も
湧
水
に
よ
る
水
を
湛
え
た
「
阿
左
美
沼
」
（
み
ど
り
市
笠
懸
町
阿
左
美
）

周
辺
の
地
で
あ
ろ
う
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
日
で
は
「
阿
左
美
」
の
字
を
当
て
「
あ

ざ
み
」
と
発
音
し
て
い
ま
す
が
、
古
く
は
「
淡
甘
」
で
「
あ
は
う
み
」
と
発
音
さ

れ
て
い
た
も
の
が
「
あ
わ
う
み
／
あ
わ
み
」
に
転
じ
、
後
世
「
あ
さ
み
／
あ
ざ
み
」

と
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

こ
の
新
田
郡
と
旧
桐
生
市
街
地
の
大
部
分
が
含
ま
れ
る
山
田
郡
は
、
渡
良
瀬

川
を
挟
ん
で
向
か
い
合
っ
て
お
り
、
桐
生
と
そ
の
周
辺
地
域
か
ら
も
調
と
し
て

絁
が
納
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。 



さ
て
、
古
代
末
か
ら
中
世
に
か
け
て
は
、
山
田
郡
の
渡
良
瀬
川
沿
い
の
地
に
、

伊
勢
神
宮
の
庄
園
で
あ
る
園
田
御
厨
（
現 

広
沢
町
か
ら
太
田
市
矢
田
堀
町
あ
た

り
）
や
須
永
御
厨
（
現 

川
内
町
一
帯
）
が
設
置
さ
れ
、
神
宮
の
儀
式
で
使
う
た

め
の
白
布
を
納
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
古
代
の
調
に
端
を
発

し
た
桐
生
地
域
で
の
絹
織
物
生
産
が
、
中
世
を
通
じ
て
絶
え
る
こ
と
な
く
継
続

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
、
後
の
関
ヶ
原
合
戦
時
、
徳
川
家
康

へ
の
籏
絹
二
四
一
〇
疋
献
上
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
す
。 

 

さ
て
桐
生
や
そ
の
周
辺
で
産
出
さ
れ
る
織
物
は
、
無
色
（
白
色
）
の
絹
糸
を
平

ひ
ら

織
り
に
し
た
も
の
が
主
で
、
織
り
手
が
地
面
や
床
に
じ
か
に
腰
か
け
て
織
る

地
機

じ

は

た

で
織
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
の
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
に
京
都

の
西
陣
織
物
の
技
術
、
高
機

た
か
ば
た

織
り
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
高
機
は
織
り
手
が
台
に
腰

か
け
て
座
り
、
足
踏
み
式
の
ペ
ダ
ル
で
経
糸

た
て
い
と

を
通
し
た
綜
絖

そ
う
こ
う

を
上
げ
下
げ
し
、
そ

こ
に
開
い
た
上
糸
と
下
糸
の
間
へ
、
緯

よ
こ

糸
い
と

を
掛
け
た
杼 ひ

を
通
す
こ
と
で
、
地
機
で

は
で
き
な
か
っ
た
複
雑
な
紋
様
も
織
り
出
す
こ
と
が
で
き
、
桐
生
織
物
（
当
時
は

「
桐
生
飛
紗
綾
」
と
言
わ
れ
て
い
た
）
は
、
ま
た
た
く
間
に
、
西
陣
の
本
拠
地
で

あ
る
京
都
に
ま
で
販
路
を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。 

こ
の
桐
生
織
物
の
技
術
革
新
は
、
多
く
の
奉
公
人
を
桐
生
の
ま
ち
へ
と
集
め



る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
需
要
の
高
ま
り
に
応
え
て
生
産
量
を
上
げ
る
た
め
に

織
機

し
ょ
っ
き

の
数
が
増
や
さ
れ
、
そ
れ
に
見
合
う
だ
け
の
織
工
の
数
も
必
要
と
な
っ
た

の
で
す
。 

普
通
、
奉
公
人
と
い
う
と
、
読
み
書
き
算
盤
を
身
に
つ
け
た
子
供
が
、
親
元
を

離
れ
て
大
店
で
一
人
前
に
な
っ
て
番
頭
や
店
（
支
店
）
を
任
さ
れ
る
ま
で
勤
め
上

げ
る
丁
稚
奉
公
や
、
豪
農
や
豊
か
な
商
人
の
家
で
農
作
業
や
家
事
雑
事
を
手
伝

っ
た
「
下
男
・
下
女
」
な
ど
が
思
い
浮
か
び
ま
す
が
、
今
回
の
古
文
書
に
み
え
る

「
反
織
奉
公
人
」（
＝
「
機
織
奉
公
人
」）
は
、
そ
れ
ら
と
は
少
し
異
な
る
存
在
で

す
。
以
下
、
そ
の
こ
と
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

自
分
の
子
ど
も
や
兄
弟
・
姉
妹
を
奉
公
に
出
す
場
合
、
親
な
い
し
は
兄
が
人

ひ
と

主
ぬ
し

（
＝
奉
公
人
の
身
元
保
証
人
）
に
、
加
え
て
親
族
や
村
役
人
な
ど
が
請
人
（
＝
連

帯
身
元
保
証
人
）
と
な
り
、
奉
公
先
に
請
状

う
け
じ
ょ
う

（
「
受
状
」
と
も
。
人
主
が
雇
用
主

に
渡
す
身
元
引
受
証
書
）
を
差
し
出
し
ま
す
。
こ
の
請
状
に
は
、
決
ま
っ
た
形
が

あ
り
、
奉
公
人
の
身
元
が
確
か
な
者
で
あ
る
こ
と
、
年
季

ね

ん

き

（
＝
奉
公
す
る
期
間
）、

取
替

と
り
か
え

金
き
ん

（
＝
奉
公
人
の
給
料
の
中
か
ら
立
て
替
え
て
渡
す
金
銭
。
前
渡
金
。
大
抵

は
年
間
給
金
の
半
額
）
を
受
け
取
っ
た
こ
と
、
こ
の
契
約
に
つ
い
て
脇
か
ら
異
を

申
し
立
て
る
輩
が
あ
っ
た
場
合
は
、
人
主
側
で
そ
の
者
と
話
を
付
け
、
雇
い
主
に



は
一
切
の
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
、
も
し
奉
公
人
が
奉
公
先
か
ら
取
逃
（
＝
他
人

の
物
を
盗
ん
で
逃
げ
る
こ
と
）
や
欠
落
（
行
方
を
く
ら
ま
す
こ
と
）
を
し
た
場
合

や
、
病
気
に
よ
る
離
職
・
死
亡
時
に
は
、
身 み

代
人

が
わ
り
に
ん

を
差
し
出
す
こ
と
、
宗
門
は

何
宗
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
の
奉
公
人
請
状
で
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
の
年
季
で
す
。
通
常
の
奉
公
人

の
そ
れ
は
複
数
年
に
及
び
、
長
い
も
の
で
は
十
年
年
季
な
ど
と
い
う
も
の
も
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
高
沢

こ
う
ざ
わ

村
（
現 

梅
田
町
三
丁
目
）
出
身
の

勢
以
（
せ
い
）
の
年
季
は
、
卯
の
十
二
月
（
九
日
）
か
ら
、
翌
年
の
辰
の
十
二
月

七
日
ま
で
の
一
年
年
季
と
短
い
も
の
で
す
。 

ま
た
取
替
金
の
四
両
か
ら
は
、
せ
い
の
年
給
は
八
両
と
考
え
ら
れ
、
通
常
の
奉

公
人
に
比
べ
て
か
な
り
の
高
給
で
す
。
ま
た
文
中
三
行
目
に
は
「
五
分
一
寸
の
※

龍
門
の
織
賃
と
し
て
、
二
十
二
疋
（
＝
四
十
四
反
）
に
つ
き
一
両
を
支
払
う
」
と

も
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
せ
い
は
、
す
で
に
織
物
を
織
る
技
術
を
身
に

つ
け
た
奉
公
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

※ 

龍
門
（
龍
紋
）
と
は
、
少
し
太
い
絹
糸
を
経
・
緯
糸
に
用
い
た
平
織
り
の
織
物
で
、
武
士
の

着
用
す
る
裃
の
生
地
な
ど
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
見
え
る
「
五
分
一
寸
龍
門
」
と
は
、

縦
五
分
・
横
一
寸
の
長
方
形
を
市
松
紋
様
に
織
り
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 



こ
の
よ
う
に
読
ん
で
く
る
と
、
請
状
後
半
で
人
主
の
徳
右
衛
門
が
、「
も
し
せ

い
が
長
煩
い
な
ど
に
な
っ
た
場
合
は
、（
機
織
仕
事
が
）
十
日
滞
っ
た
時
点
で
代

わ
り
の
者
な
り
と
も
、
金
子
な
り
と
も
、
貴
殿
の
（
雇
い
主 

儀
右
衛
門
）
の
望

む
形
で
応
じ
ま
し
ょ
う
」
と
し
、
こ
れ
に
続
け
て
「
万
が
一
、
せ
い
（
の
仕
事
）

が
気
に
入
ら
ず
に
暇

い
と
ま

を
出
さ
れ
た
場
合
、
ま
た
は
（
不
況
な
ど
）
他
に
仕
方
が

な
い
理
由
で
や
は
り
暇
を
申
し
付
け
ら
れ
た
場
合
で
も
、
受
け
取
っ
た
四
両
の

取
替
金
は
全
額
返
金
い
た
し
ま
し
ょ
う
」
と
請
け
負
っ
て
い
る
こ
と
も
合
点
が

行
き
ま
す
。 

つ
ま
り
雇
い
主
の
儀
右
衛
門
か
ら
す
れ
ば
、
年
八
両
の
給
金
に
織
賃
ま
で
払

っ
た
と
し
て
も
、
自
分
の
と
こ
ろ
で
せ
い
が
織
っ
て
く
れ
る
反
物
は
、
十
分
に
そ

れ
以
上
の
値
で
売
れ
る
と
見
込
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
人
主
の
徳
右
衛
門
は
、
そ

の
期
待
に
背
か
な
い
こ
と
を
誓
約
し
て
い
る
の
で
す
。
因
み
に
、
寛
政
三
年
（
一

七
九
一
）
の
桐
生
織
物
の
価
格
を
記
し
た
古
文
書
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
龍
紋

は
一
疋
あ
た
り
三
分
二
～
三
百
文
か
ら
一
両
前
後
が
相
場
と
さ
れ
て
い
ま
す
か

ら
、
儀
右
衛
門
は
二
十
二
両
前
後
の
売
り
上
げ
の
中
か
ら
、
織
賃
と
し
て
一
両
を

せ
い
に
払
っ
て
い
た
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

 

さ
て
そ
の
先
、
こ
の
請
状
で
徳
右
衛
門
は
次
の
よ
う
に
続
け
ま
す
。「
も
し
（
せ



い
の
仕
事
ぶ
り
が
）
気
に
入
っ
て
、
年
季
明
け
（
辰
の
十
二
月
七
日
）
後
も
、
続

け
て
お
雇
い
し
た
い
の
で
し
た
ら
、
こ
の
手
形
の
条
件
を
も
っ
て
何
か
年
で
も

契
約
を
延
長
い
た
し
ま
し
ょ
う
」
と
。 

先
に
み
た
通
り
、
こ
の
請
状
は
、
も
し
せ
い
が
十
日
間
以
上
仕
事
が
で
き
な
く

な
っ
た
時
に
は
、
代
わ
り
の
者
か
金
銭
を
、
万
が
一
せ
い
の
仕
事
ぶ
り
が
気
に
入

ら
な
か
っ
た
り
、
不
況
な
ど
の
や
む
を
得
ぬ
事
由
だ
っ
た
り
で
、
暇
を
申
し
付
け

ら
れ
た
場
合
で
も
、
受
け
取
っ
た
取
替
金
は
全
額
返
金
を
す
る
と
い
う
契
約
で

す
。
雇
い
主
儀
右
衛
門
に
し
て
み
れ
ば
、
不
況
の
あ
お
り
を
受
け
て
、
織
ら
せ
た

機
が
売
れ
な
く
な
る
な
ど
の
理
由
で
、
せ
い
に
暇
を
出
し
た
場
合
で
も
取
替
金

を
返
し
て
も
ら
え
る
し
、
奉
公
人
の
年
季
を
長
く
す
れ
ば
、
何
よ
り
も
高
値
の
機

を
織
れ
る
腕
利
き
の
奉
公
人
を
安
定
的
に
抱
え
続
け
ら
れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
儀
右
衛
門
か
ら
し
た
ら
、
長
い
年
季
で
せ
い
を
雇
い
た
い
と
こ
ろ

で
す
。
し
か
し
人
主
で
あ
る
徳
右
衛
門
は
、
翌
年
の
十
二
月
七
日
ま
で
の
一
年
年

季
と
す
る
契
約
に
し
、
そ
れ
以
降
は
ま
た
こ
の
手
形
の
条
件
で
、
と
し
て
い
ま
す
。

実
は
こ
の
十
二
月
七
日
と
い
う
日
付
と
一
年
単
位
の
年
季
に
は
、
以
下
述
べ
る

よ
う
な
、
機
織
奉
公
人
独
特
の
契
約
慣
行
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。 

 

高
機
の
導
入
に
よ
り
、
桐
生
織
物
の
名
声
が
高
ま
る
中
、
機
業
を
営
む
者
た
ち



は
こ
ぞ
っ
て
機
織
の
技
術
を
も
つ
奉
公
人
を
抱
え
よ
う
と
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

桐
生
新
町
に
は
両
者
を
と
り
も
つ
「
奉
公
人

ほ
う
こ
う
に
ん

宿
や
ど

」
と
い
う
機
織
奉
公
人
の
斡
旋
業

者
が
い
く
つ
も
う
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
奉
公
人
宿
と
契
約
し
、
織
屋
（
＝
機
屋
）

な
ど
の
雇
い
主
（
奉
公
人
抱

ほ
う
こ
う
に
ん
か
か
え

）
の
も
と
へ
と
送
ら
れ
た
奉
公
人
た
ち
は
、
毎
年

十
二
月
六
日
に
な
る
と
宿
下
が
り
と
い
っ
て
、
奉
公
人
抱
の
も
と
か
ら
奉
公
人

宿
に
戻
っ
て
き
ま
す
。 

翌
七
日
は
「
奉
公
人

ほ
う
こ
う
に
ん

顔
見
世

か

お

み

せ

」
と
い
っ
て
、
こ
の
日
か
ら
奉
公
人
抱
は
奉
公
人

宿
と
の
間
に
新
た
な
契
約
を
結
ん
だ
の
で
す
が
、
こ
れ
は
十
二
月
七
日
か
ら
翌

年
十
二
月
六
日
ま
で
の
一
年
年
季
（
宝
暦
三
年
［
一
七
五
三
］
か
ら
は
二
年
年
季

に
変
更
）
が
原
則
で
、
そ
れ
ま
で
何
年
も
続
け
て
同
じ
雇
い
主
の
も
と
で
働
い
て

き
た
奉
公
人
で
あ
っ
て
も
、
※

奉
公
人
宿
の
意
向
一
つ
で
、
翌
七
日
か
ら
慣
れ
な

い
織
屋
で
機
を
織
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
こ
と
か
ら
推
定
す
る
と
、
こ
の
請
状
が
十
二
月
七
日
を
限
り
の
一
年
年

季
と
し
て
い
る
の
は
、
桐
生
と
そ
の
周
辺
地
域
の
奉
公
人
宿
の
契
約
慣
行
に
則

っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。 

※ 

奉
公
人
抱
た
ち
は
、
奉
公
人
宿
か
ら
腕
の
よ
い
奉
公
人
を
斡
旋
し
て
も
ら
え
る
御
贔
屓
筋

や
お
馴
染
み
に
な
る
た
め
に
、
宿
に
対
し
て
は
平
時
か
ら
懸
り
物
（
附
け
届
）
や
、
顔
見
世

近
く
に
な
る
と
心
附
け
な
ど
を
贈
る
こ
と
が
慣
習
化
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
（『
桐



生
市
立
替
幷
織
物
記
』）
。 

 

こ
の
古
文
書
が
書
か
れ
た
の
は
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
で
す
が
、
こ
の
時

期
、
桐
生
の
織
物
業
は
大
き
な
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
桐
生
の

織
屋
や
買
次
（
＝
市
で
織
物
を
買
入
れ
、
そ
れ
を
三
都
の
得
意
先
な
ど
へ
と
卸
売

り
す
る
業
者
）
と
の
中
か
ら
、
隣
町
の
足
利
の
市
に
出
向
い
て
取
引
を
す
る
も
の

が
出
て
き
た
の
で
す
（
「
足
利

あ
し
か
が

出 で

市
い
ち

一
件
」）
。 

元
来
、
足
利
や
佐
野
、
館
林
な
ど
で
織
ら
れ
た
織
物
は
、
一
度
、
桐
生
の
市
に

集
め
ら
れ
て
「
桐
生
織
物
」
と
し
て
売
買
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
足
利
な
ど
の

産
地
は
綿
織
物
が
主
で
、
絹
織
物
を
主
と
し
た
桐
生
産
の
織
物
と
は
製
品
が
重

な
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
意
匠
や
織
工
の
技
能
で
も
桐
生
の
織
屋
が
優
勢
で
あ

っ
た
の
で
す
が
、
長
ら
く
桐
生
か
ら
の
仕
事
を
請
け
負
っ
て
い
る
中
で
、
徐
々
に

桐
生
産
の
そ
れ
と
も
遜
色
の
な
い
商
品
価
値
を
持
つ
品
を
織
れ
る
ま
で
に
、
そ

の
生
産
性
と
商
品
力
を
高
め
て
い
た
の
で
す
。 

天
保
三
年
に
足
利
で
市
が
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
足
利
や
そ
の
周
辺

で
織
ら
れ
た
品
は
、
足
利
の
市
に
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
足
利
の
買
次
た
ち
に
よ

っ
て
取
引
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
桐
生
の
市
は
、
商
品
・
顧

客
の
減
少
に
よ
る
凋
落
を
む
か
え
、
つ
い
に
は
桐
生
の
織
屋
や
買
次
ま
で
も
が
、



足
利
の
市
で
取
引
を
行
う
事
態
と
な
り
、
天
保
八
年
に
は
、
買
次
は
足
利
に
出
市

し
な
い
こ
と
、
織
屋
は
桐
生
の
市
以
外
で
織
物
を
売
ら
な
い
こ
と
を
申
し
合
せ

ま
し
た
。 

ま
た
、
足
利
の
市
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
足
利
の
織
屋
が
桐
生
の
織
屋
で
働

い
て
い
た
機
織
奉
公
人
を
抱
え
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
こ
と
も
桐
生
織
物
に
と

っ
て
は
頭
の
痛
い
問
題
で
し
た
。
今
回
の
せ
い
が
働
く
こ
と
と
な
っ
た
奉
公
先

は
、
葉
鹿
村
（
現 

足
利
市
葉
鹿
町
）
の
儀
右
衛
門
の
織
屋
で
す
。
葉
鹿
村
は
桐

生
と
つ
な
が
り
が
深
い
地
域
で
す
が
、
こ
こ
で
せ
い
が
織
っ
た
機
が
、
は
た
し
て

桐
生
の
市
で
売
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
足
利
の
市
で
売
ら
れ
る

も
の
で
あ
っ
た
か
、
こ
の
古
文
書
だ
け
か
ら
で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
興
味
を
引

か
れ
る
史
料
で
す
。 


